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tionの結びつけも十分ではない。それにOralapproachはあく迄も英語学習へのap-
proachの第一段階のことであって,日本の大学におけるようなadvancedclassの扱い方
ということになると,誰からも満足な答を得られない。英語教育の文化的側面ということ
にしても,言語的側面との関連の具体的研究がない。文化面におけるcontrastiveanalysis
も必要な等であるが未だなされてはいない。前述したGenerativeGrammarの応用も今
後のこと,等々。
初めの予定では,最後にわが国の英語教育の問題点を具体的に指摘するつもりであった
が,ここまで述べ来って考えてみれば,わざわざそうする迄もなく,問題点は既に明らか
であり,ただ一言,何はともあれ一日も早く英語教育を学閥研究の対象にせよ,と警告す
れば足りると思う。そしてそれにつけても私は,今後なすべく背負わされた問題が余りに
も多いのに発いているのである。
米国における英語の試験
大浦幸男
試験というものは,単に個々の学生の学習の結果をテストするだけのものではなく,試
験の形式や,内容が,その科目の学習上の目標を示すものだから,極めて重要な意義のあ
るものというべきである。例えば,わが国において,大学の入学試験が高校の教育に大き
な影響を与えていることは,否足しがたい事実だ。筆者は,1963年1月30日に渡米し,約
三カ月間,外国語としての英語教育の実状を視察したが,その際に興味をもって調査した
ことの一つに,米国における英語のテストの問題があったから,その概要を次に述べるこ
とにしたい。
まず,筆者が最初の七週間を過したUCLA(UniversityofCaliforniaatLosAngeles)
は,創立は新しいが,近年急速に拡充しつつある米国西海岸有数の大学であって,外国人
留学生は多数にのぼり,日本人学生も百人以上いた。ここでは,外国人留学生はすべて入
学の初めに,英語のテストを受けねばならぬ。その成簾に従って,英語の履修の有無,及
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び期間が決定されるのである。すなわち,85点以上を得た学生は,特別に英語を履修する
必要はない。65-85点は,一学期問,いわゆるintermediateEnglish(中間英語コース)
の上級,50p65点は,一学期間下級のintermediateEnglishに出席し,その後上級の
intermediateEnglishを取らねばならぬ。それぞれ遇5時間である。50.6未満はelemen-
taryEnglish(初級英語コ～ス)に出なければならぬ。なお,この場合は,遇10時間英語
ばかりを勉強し,その間は,他の講義に出席できない。また,実際この程度の英語の学力
では,ふつうの講義はとうてい理解できぬと思う。これも期間は一学期である。だから,
町点未満の者は少くとも一年半,馳-65点の者は一年間,65-85点の者は半年間英語を学
ばねばならぬことになる。このように学力に応じて,英語履修の期間,及び程度を違え
る,というやり方は,なかなか面白いと思う。わが国では全部の学生(英語は外国語の一
つの避択科目に過ぎぬが,事実上全部の学生が履修している)にたいして無差別に,例え
ば京大の場合には,遇四時間を二年間にわたって障修させているが,入学時に試験を行な
い,その成績に従って,ある者は二年,ある者は一年,または全く履修を必要としないな
どと,能力別に分けることも,外国語教育の能率化をはかる一つの方法ではないかと,筆
者は考えている。つまり,大学卒業生としての標準となる英語の学力を音別定する試験方法
を確立し,それを英語学習の目標とするのである。従って,入学時にすでにその目標に達
している優秀なる学生は,入学後は,それぞれの学力を生かして専門書を読破するように
早くからさせればよい。そのた糾こは,専門書購読の時間を大幅に増やせばよいし,また
専門に偏せざる一般英語を更に深く学びたい者のためには,上級の英書購読のためのセミ
ナール形式のクラスの開設が望ましい。その他,時事英語,英作文,視聴覚教育によるヒ
アリ二/グ,スピーキングなど,やるべきことはいくらでもあるのである。それを全く無差
別に全学生に週四時間二年間履修させるのは,余りにも機械的,非能率的だと,筆者は考
えざるを得ないのである。
以上は,外国人留学生のための英語のテストだが,カリフォルニア大学では,(必ずし
もカ大だけでなく,全米の大学で行なっているが)米国人のための英語のテストを,入学時
に行なっている。これは,正しい英語を書く能九すなわちspelling,grammar,SentenCe
StruCture,punCtuationにおいて大きな間違いなしに英語が書けるという能力をテストす
るのである。つまり,最高学府を出た者が,つまらぬ間違いをしては,大学の権威にかか
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わるというわけである。もしこの試険に落ちると,一学期間英語の授業を受けなければな
らぬが,この授業は単位外になる。
次に,カリフォルニア大学で行なっている外国人留学生のための英語の試験の内容を具
体的に述べることにしよう。まず,試験は五部より成るが,その第一取はDictationであ
る。これは,日本で従来行なっている書取と同じく,第一回はふつうの速度で試験官が読
むのを聞いており,第二回に少しづつ読むときに書き取り,第三回に訂正するのである。
なお,punCtuation(comma,periodなど)は,言ってくれる。これが二題で15点。
第二取はPerceptionofEnglishSounds,つまりヒアリングのテストである。例をあげ
ると,
Ishegoingto仏)sail(B)selltheship?
と印刷されており,試験官が実際に読んだのは囚[seil],(B)[sellの何れか,を聞き分
けるのである。これは大してむつかしそうには思えぬが,実際の受験生の答案を見ると,
boatとbo随,theseとd,S,COdとcudなどを間違えている。30題で15点。
第三部はGrammar,これは各問題に三つのセソテンスが印刷してあり,そのうちの一
つだけが文法的に正しいのである。
仏)Thebankisoppositethetheater.
(B)Thebankisoppositetothetheater・
匿)Thebankisoppositeofthetheater.
因が正しいわけで,これは前置詞の問題である。その他,動詞と前置詞の続き具合とか,
冠詞の問題などがある。50題で25点。
第四部はVocabulary。これは一連の文章があって,その中のアンダーラインをしてあ
る単語の意味について,それぞれ三つの答えがある。その中の一つがこの場合には妥当す
るのである。
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(例)Truthismightybutitmust撃anjp型型andunequalwaragainst
well-nighimmortalerror.
Wageには軸pay,(B)earn,匿)丘ghtの答があり,incessal1tには軸ceasing,(B)unend・
ing,匿)inconstantの答が印刷してある。筆者の見た答案では,Well-nighの答をalmost
とすべきところを,Well-developedの方にマークしていた。全部で20語あり,計20点。
最後の第五部はComposition。トピックが四つ掲げられてあり,その一つを選び,約
200語で作文するのである。四つのトピックというのは,-
1君の知っている興味ある人について述べよ。
2君の国の興味ある場所について述べよ。
3君の国で最近に起った変化を論ぜよ。
4君の国の芸術の一つを取りあげて論ぜよ。
なお,作文の採点はしばしば主観的になりやすいが,一つの間違いに対して一点を引くと
いう夙に比較的に客観的な採点をしている。この作文が25点で,合計100点となる。
上述のごとく,問題は五部よりなるが,そのうち,第一おDictationと,第五おCom-
positionが総合的能力をテストし,第二おから第四おまでが,Sound,Grammar,Vocabu-
1aryをそれぞれテストすることになっている点は面白い。というのは,フリーズ以来,外
国語学習上最も根本となるものが,まずsoundsystemであり,ついでsentencepattern
その他のgrammaticalstructure,最後にVOCabularyとなっているからである。なお、
総合的能力のテストとしては,auralcomprehension(耳による理解)及びSpe11ingの正
確さをテストするdictationと,全体を総合した作文能力をテストするcornpositionを
行なっている。このようなテストと,わが国における入学試験その他の英語のテストを比
較すると,まず,auraIperceptionorcompreherlSionのテストが,日本では欠けている
か,または著しく少ないことに気づく。こういう音声にたいする無関心が,日本人に特に
顧著に認められるヒアリングの弱さとか,発音の悪さを引き起すのである。もっとも,こ
のUCLAの試験は,すでに渡米し,英語による講義を理解する必要に迫られている学生
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を対象とするものであるから,大半の学生は英書購読を目的とする日本の場合とは異なる
かもしれない。しかし,それにしても,言語はまず音声にもとづくことが,フリーズ以来
の定説となっているのだから,auralcomprehensionにたいしては,日本においても,も
っと関心をもつべきであろう。また,最後の英作文については,「聞く」「読む」「話す」
「書く」という四つの能力のうち,最もむつかしいのは,言うまでもなく,書く能力であ
る。例えば,国語としての英語,つまり,アメリカ人の英語の場合,「開く」と「話す」
は子供のときから始めているし,「読む」ことも,さして難事ではない。そこで,「正しく
書ける」ことが,問題となるのである。わが国でも同様に,「正しく書ける」ようになれ
ば,当然「正しく読める」はずである。
次にMichigan大学のEnglishLanguageInstituteの試験について述べたい。ここで
は,八週間を一コ,スとするIntensiveCourseが有名である。筆者は丁度その卒業式に
列席することができたが,留学生の国籍は二十有余にのぼり,一国の学生の数の多い方か
ら,日本は第二位であったので,大いに欣しく思ったのであった。このIntensiveCourse
の最終テストは,AuralComprehension,Grammar,Vocabularyより成る。共に一時間
づつである。AuralComprehensionのテストの一例をあげると,"Thecameraonthe
deskisexpenSive、"というのが,テープにレコードされている。もちろん、これはその
場で口頭で言っても良いわけだが,それを聞かせてから,すでに印刷してある三つの文の
うちの妥当するものを選ばせるのである。すなわち,
(1)Thecameraisexpensive.
(2)Thedeskisexpensive.
(3)Thecameraandthedeskareexpensive.
のうち,(1)が正しいということになるのである。もう一つ例をあげよう。まず,テープで
"Swimmingaloneisneveragoodidea."を開かせる。解答用紙には,次の三つが印刷
してある。
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(1)Swimmingisnottheonlygoodidea.
(2)Apersonshouldnotswimalone.
(3)Agoodideaisneveralone.
(2)が正しいわけである。なお,試験官が口頭,またはテープで読んでから,12秒空白があh
り,その間に受験者は,解答の三つの文を読んで,その一つを選ぶのだから,敏速に耳で
聞きとり,日で速読して,とっさに判断しなければならぬ。これを1∝)題やり,所要時間
は約一時間である。カリフォルニア大学のは,auralperceptionで,音を正確に耳で識別
する力のテストだが,ミシガン大学のは,耳で聞いた文章を頭で理解(comprehend)す
る力のテストだから,より複雑なわけである。
第二のGrammarのテストは,下の如くである。
"Whatisthat?"(1)calls
"Itabicycle."(2)iscalled
(3)calling
(4)called
左側の下線を引いたブランクのところに当てはまる言葉を,右側の四つの中から選ばせる・
のである。答は(2)iscalledとなる。
もう一つ例をあげよう。
HElizabethdidn,tmeetme
whenIarrived.リ
"Ifyouhadcomebytrain,
Sheyouatthestation."
(1)wouldmeet
(2)met
(3)wouldhavemet
(4)hadmet
答(3)
次にVocabularyのテスト。これは上記のGrammarのテストに割合に似ている。例:
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えば,
"Whatwillyoustudy?"(1)at
"Myprogramthissummertakes(2)around
____∵manyCOurSeS."(3)in
(4)0Ver
答(3)
このように動詞と前置詞とのCOllocationの問題も含まれているが,一方純粋に単語の問
題もある。
``MustallchildrenintheUnited(1)compulsory
Statesgotoschool?"(2)conditional
"Yes,attendanceis"(3)conscious
(4)compelling
答(1)
次に,高校卒業程度のachievementtestについて述べたい。米国では,大学への入学「
試験がないために,大学入学志願者の成寮の資料として,aChievementtestがかなり重視
されているからである。それを行なう団体としてCollegeEntranceExaminationBoard:
というのがあり,その本部が,ニューヨークのコロソビア大学のすぐ傍にある。この団体
には,多数の中等学校が加入しておる他,約五百の大学が加わっており,毎年総会を開い
て,委員会の研究した活動要項を決定している。ここで行なっているachievementtest‥
の内容を次に紹介しよう。
まず,「英語」「外国語」「歴史並びに社会学」「数学」「科学」の五種類のテストよりな
る。「英語」は,米国人にとっては国語となるので,後から触れることにしたい。「外
国語」は,現代語と古典語とより成る。現代語については,仏独露スペイン語などがあ
り,それぞれ,Situationquestions,Usagequestions,Vocabula・ryqueStions,Reading
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COmprehensionquestionsなどがある。
Situationquestionsとは,日常の生活環境において使われる言葉をどの程度に知って
いるかをテストするのである。例えば,「電話のベルが鳴ると,ヘレンはこう言った」と
あって,次に四または互の文が書いてあり,そのうちの最も適当なのを選ぶのである。
Usagequestionsと,VocabularyquestiorlSは,文章の中に,ブランクのところが一
個所あり,それに適当する言葉を,次にかかげてある数個の単語の中から選ばせるのであ
る。上述のミシガン大学のテストのgrammar,VOCabularyと同じ趣向である。
Readingcomprehensionquestionsは,100乃至300語の文章が印刷してあり,その中
の単語や,フレイズに関して,同じ意味の単語を選択させるとか,文章の内容についての
質問をするとか,するのである。つまり,わが国の英語の試験に直して言えば,単語,フ
レイズ,またはセンテンスの日本語訳(もっとも選択式だから,答が四通りほど書いてあ
り,それを選ばすのであるが)と,文章の全体,または部分の内容について,英語の質問
があり,その答が英語で四通りはど書いてあって,その一つを選ぶ,ということになる。
以上の如き筆問筆答のテストの他に,1960年から口問筆答のテストが加ったそうであ
る。これをListeningComprehensionTestといい,その種類には,"Logical-illogical"
questions,Conversationquestions,Situationquestions,ListeningComprehensionpas-
SageSがある。
"Logical-illogical"questionsとは,受験者は,試験官が口頭で短い対話を述べるのを
聞いていて,第一の話者に対して,第二の話者が正しく受け答えをしておれば,logical,
そうでなければiliogicalと答えるのである。もっとも,これでは,デタラメでも50%の
正解率が出そうだ。
Conversationquestionsは,口頭で質問が行なわれ,それに対して四つの答が印刷して
あり,その一つを選ぶのである。
Situationquestionsは,口頭の対話を聞いていて,四つの答の中から,その対話の行な
われた場所を選ぶのである。
Listeningcomprehensionpassagesは,約1α)語位の会話,講演,演説,報道,劇の
一部などをまず聞かせるのである。それに対して,同じく口頭(またはテープ)で質問を
する。それぞれ四つの答が印刷してあり,その一つを選ぶのである。しかし,約1(対語と
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いえば相当長いから,記憶の良否が関係してくる。そこで,二度繰り返して聞かせるので
ある。
以上が,高校卒業,大学進学希望者に対して米国で行なわれている外国語のachieve-
menttestの内容である。もっとも,CollegeEntranceExaminationBoardは,その方
面の権威者を網羅し,毎年の実額を参照して,たえず研究,改善しているので,将来はま
た変化してゆくかも知れぬが,日本においても,試験のもつ重大性を認識すれば,試験問
題の形式内容について一層の研究を積み,その改善に努めるべきである。
以上で一応外国語としての英語のテストに関する説明を終ることにするが,最後に,よ
`り高い英語の一つの目標を示すものとして,「国語としての英語」,つまり,米国人の受け
る英語のテストについて附言しておきたい。既述の如く,大学卒業生として恥づかしから
、ぬ英文が書けることが,どの大学においても要求されているのだが,CollegeEntrance
ExaminationBoardの英語のテストも,主として書く能力を試すEnglishComposition
Testより成る。これは,作文能力の三つの点,つまり,表現の正確さと効果,文の構成
能力,言語使用における趣味と感受性をテストするのを限目とする。
まず,表現の正確さと効果をテストする問題の例を次に示そう。
(例)Sheaccusedmeforhavingforgottentolockmydesklastnight.
A】〕CD
Noerror
E
ABCDの何れかに誤りがあるか,またはEの誤りなしかである。BのforはOfとす
るべきだから,答はBとなる。このような問題が出るところを見ると,米国人でもこの
ような間違えをする可能性のあることがわかる。
(例)Sinceastereorecordcanbemanufacturedinmuchthesamewayasa
monauralrecord,itcanbesoldneartheprice,Orthesamepriceas,a
monauralrecord.
下線の部分を書き改める場合に,下記の何れが良いかという表現の効果のテストである。
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h)neartheprice,Orthesamepriceas,
(B)1ike,Oralmostlike,thepriceof
妃)atthepriceof,OrneartOthepriceof,
わ)ataboutthesamepriceas
(E)closetoit,Oridenticalwiththeprice,Of
仏)は原文が良いということである。答,脚。
(例)1.0neofthesourcesoftheking'sincomewasanentiremonopolyof
thewholemanufactureandsaleofsalt.
2.Hedidnotthinkofcoolingthefurnace丘rst,Orthattoputcoldwater
inahot-Waterboilercouldbedangerous.
3.Whilethechemistwasexperimentinginhislaboratory,hedetected
anewcleansingcompound.
4.Therazor'sedgeofthewindcutathisfacecruellyandtuggedathis
clotheslikeafrightenedchild.
5.PerhapsshefearedNemesis,althoughassuredlysheknewnotwhDOr
whatNemesiswas.
以上の問題において,仏)dictionに間違いある場合,(B)冗漫,匿)陳腐な表現,(功文法
に誤,細)以上の誤なきもの,の五つの場合があり,それを指摘させる問題である。答,1
(B),2(功,3仏),4(C),5(亘。この間題は,単に英語の文法だけでなく,修辞的な問題
も含む表現の正確さと効果を調べるテストなのである。
第二の文の構成力のテストには,次のような問題がある。
(例)仏)Sincehisdayithasundergonechange.
(B)PresidentJamesMonroeannounceditin1823.
匿)Itsprimarypurpose,SeCurityfortheRepublic,has,however,remained
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thesame.
(功TheMonroeDoctrine,OneDfthemostfamo11SStatementSOfAmeri-
Canforeignpolicy,hasbeenine任ectformorethanacentury.
以上の四つの文が順序不同に並んでいるので,それを適当な順に並べて一つの文章にせよ
という問題である。his,it,its,howeverなどが手掛りになるから,これらを考慮に入れ
て論理的に配置すれば良いのである。答,㈲(功㈹匿)。
(例)1.TheRomanroadsconnectedallpartsoftheEmpirewithRome.
2.TheRomanroadsweresowellbuiltthatsomeofthemremaintoday.
3.0IleOfthegreatestachievementsoftheRomanswastheirextensive
anddurablesystemofroads.
4.WealthytravelersinRomantimesusedhorse-drawncoaches.
5.AlongRomanroadscaravanswouldbringtoRomeluxuriesfrom
AlexandriaandtheEasl:.
6.Inpresent-dayItalysomeoftheroadsusedareoriginalRomanroads.
以上の文章のうち,仏)中心的なテーマを述べているもの,(功それを支持する考えを述べて
いるもの,匿)それを例証する事実,(功あまり関係のないもの,がある。それをそれぞれに
指摘させるのである。答,1(軌2(功,3仏),4胸,5¢),6匿)。
次は趣味と感受性のテスト。
(例)Inrecenttimes,WOrksofnon丘ctionhavebeguntOthreatenthepopu-
larityofthenovel.Thelargesalesofguidestothegoodlife,Ofbiogra-
Phiesofin負uentialmen,andevenofsomehistoricalnarrativessuggesta
changeinliterarytaste.Doesthismeanthatpeoplearebeginningto
preferfacttofantasy,Orisitasymptomofthedeclineofthenovelas
alivingartform?
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上の文章の最後の部分,つまり点線の部分に,次の五つの文のうちの何れを入れれば良い
か,という問題である。
1・Upuntilthismoment,nOtaSinglesoulhascomeupwithaskilledanswer
tothisdilemma.
2.NeithertheliterarycriticsnorthepublishershasprovidedasatisfactoryeX-
Planationforthisphenomenaasyet.
3.Nocriticorpublisherhasyeto任eredareasonableexplanationofthistrend.
4.NoonecandenythatcriticsandpubIishersexertanin8uenceuponliterary
taste.
5.Uptothepresent,neithercriticsnorpublishershaveyetofferedareason-
ableexplanationofthistrend.
答は3番であるが,その他の四つについても,軸意味が不適当,(功調子や語法が不適当,
匿)文法的に誤,㈲冗漫,の何れに当るかを指摘さす。答.1(軌2(C),4仏),5(功。
以上が,選択方法による解答を行なう問題(Multiple・Choicequestions)であるが,その
他にFree-reSpOnSeeXerCiseというのもある。これは,300-500語の文をかかげ,それ
には文法上の誤,明晰でないところ,emphasisの足りないところなどが含まれている。
それを単語を書き足したり,削ったり,一部を書き改めたり,順序を変えたりして,立派
な文章に直す,という問題である。
以上述べた如く、「国語としての英語」のテストは,単に語学的であるにとどまらず,
かなり修辞的,文学的なものだが,英文学の講読が語学としての英語の習得に貢献すると
同じく,「外国語としての英語」の習得の場合にも,単に文法的のみならず,文学的にも
すぐれた文章が書ける,ということが,学習の最高の目標となるわけである。
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